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現在の理学療法士教育は，平成 11 年に改正された理学療法士作業療法士学校養成施設

指定規則に沿って行われています。現行の指定規則は大幅に大綱化されたこともあり，改

正された当時から具体的な教育内容に関する指針を求める意見が多く聞かれました。また，

その当時から教育課程が大学，短大，専門学校（３年制・４年制）と多岐にわたっていた

ことから，養成施設によって教育内容にかなり偏りがあることも指摘されていました。 
これまで，わが国の理学療法教育には依拠すべき教育ガイドラインがなく，厚生労働省

により国家試験の出題内容を提示した「国家試験出題基準」があるのみでした。このため，

養成施設における具体的な教育目標の設定やレベルの規定も必ずしも明確とはいえません

でした。したがって，養成施設における教育の質をより向上し，一定水準の質を維持する

とともに，教育内容を再編成して多様化をはかる必要があります。しかしながら，膨大な

学習内容のすべてについて従来の教育手法を用いて効率よく履修させることはもはや困難

と思われます。事実，教育内容は実質的に各養成施設や科目担当教員の裁量に委ねられて

おり，内容の偏りや不足を来たすことは避け難いと思われます。こうした問題を是正する

ためには，理学療法教育の内容について精選された基本的かつ標準的な内容を重点的に履

修させるカリキュラムを確立する必要があります。 
こうした状況を受けて，平成 16 年より協会内では教育部を中心として，教育ガイドラ

イン作成に向けた取り組みが始まりました。平成 18 年には専門領域のみの教育ガイドラ

イン（試案）が作成されました。その後，協会内に正式に「教育ガイドライン作成委員会」

が発足し，この試案をもとに，平成 21 年になって，専門基礎領域も含めた教育ガイドラ

イン（第 0 版）が作成され，WEB 上に公開されることとなりました。そして，今回，さ

らにこの教育ガイドライン（第 0 版）をもとに，新たな委員会の下で教育ガイドラインが

策定され，教育ガイドライン（第 1 版）が発行されるに至りました。この間，多くの皆様

にご協力を賜りましたことを改めてここに厚く御礼申し上げます。 
なお，教育ガイドラインは各教育機関の独自のカリキュラムや教育方法を拘束するもの

ではなく，より効率よく教育を行うためのものであることを改めて強調しておきたいと思

います。教育ガイドライン（第 1 版）では具体的な教育内容を包括的に提示し，利用しや

すいよう工夫してあり，多くの皆様に広く活用されることを望んでおります。このガイド

ラインに基づいて，各養成施設が独自の教育理念や特色に合わせたカリキュラムを設定し

ていただければ幸いです。最後に，理学療法教育を取り巻く情勢に対応して，ガイドライ

ンの内容について，今後も定期的な見直しや改訂の作業が必要となることはいうまでもあ

りません。引き続き，皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
 
                        平成 22 年 4 月 
                        教育ガイドライン(1 版)検討部会 
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